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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2025年　2月号

～ 初午（はつうま）～

２月の初めての午の日、全国にある稲荷社では、「初午祭」が行われます。

初午は総本社の伏見稲荷大社 「お稲荷さん」のお誕生日です。その歴史は古く、

１３００年以上前の旧暦２月の初午の日に、稲荷山の３つの峰に鎮座されたということ

です。そしてこの神様をお祀りしたのは、古代の豪族、秦氏だったそうです。

このお稲荷さんの「稲荷」は、「いなり＝稲生り ・ 稲成り」が語源で、五穀豊穣の神様

でしたが、やがて商売繁盛 ・ 家内安全など様々な願いを聞いてくれる神様になって

いきました。初午の日、おいなりさん ( 稲荷社 ) の使いである 狐の好物が“揚げ”なので

おいなりさん（いなり寿司）をお供えしたり食べたりしますが、京都ではそれ以外にも

食べるものがあります。それは“畑菜の辛子和え”です。畑菜は「はたけな」と読みます

が、「はたけ＋な」と分けて考えると「秦家＋菜」とも読めて、つまり「秦家」の菜っ葉

ということで、食べることになったとか。畑菜というのは、江戸時代から作られている

京野菜の一つですが、京都以外ではあまり流通していないようです。大変、栄養豊富な

お野菜なので、手に入る方は是非、初午に食べていただきたいです。


